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本紙は女性巴よる平和と平等を推進します

女
性
科
学
者
の
地
位
向
上
の
た
め
に
贈
ら
れ
る
「
猿
橋
昌
巴
の
第
一
回
受
望
台
が
、
国
立
遺
毎
ナ
研
雪
附
・
集
団
遺
伝
部
第
一
研

究
室
蔓
・
太
田
朋
子
博
士
に
決
ま
っ
た
。
太
田
博
孟
は
集
団
遺
伝
学
、
分
子
進
化
機
構
研
究
の
分
野
で
、
世
界
に
誇
る
学
者
で
、
遺

伝
子
の
進
化
論
に
新
分
野
を
ひ
ち
い
た
人
口
選
考
に
あ
た
っ
た
「
女
性
科
学
者
に
明
る
い
未
来
を
の
会
」
の
会
長
・

湯
博
明
氏
(
東

大
名
誉
教
度
、
理
博
)
は
、
「
選
考
と
い
う
仕
事
に
あ
た
っ
て
み
て
、
女
性
科
学
者
が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
し
か
も
立
派
な
生
事
を

し
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
全
く
ち
が
っ
た
分
野
か
ら
出
て
き
た
候
車
台
の
中
か
ら
一
人
に
決
め
る
の
は
容
易
な
と
と
で
は
な
か
っ
た

が
、
誰
が
見
て
も
申
し
分
な
い
業
績
、
国
際
的
に
も
認
め
ち
れ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
太
田
博
士
に
決
め
た
。
立
派
な
方
を
第
一
回

受
肇
旬
に
選
べ
て
う
れ
し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
太
田
博
士
は
い
ま
、
静
岡
県
三
島
の
国
立
遺
量
d

研
究
所
の
構
内
の
官
舎
に
、
高

校
一
年
の
お
嬢
さ
ん
と
二
人
ぐ
ら
し
。
働
く
母
で
も
あ
る
。

遺
伝
学
に
新
分
野

「
明
る
い
未
来

を
の
会
」
作
り

図
、
患
医
学
の
、
し
か
も
グ
理
論
H

の
面

の
研
究
者
。
集
団
遺
撃
を
実
験
の
商

か
ら
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
か
に

も
あ
る
が
、
理
論
面
は
遺
伝
居
住
。

日
本
で
は
数
少
い
、
そ
し
て
患
高
繊
の

研
究
者
だ
。

一
時
は
出
版
社
に
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新
宿
副
都
心

・
高
届
ビ
ル
が
建
ち
並
が
四
つ
ず
つ
議
h
F

。
ぐ
う
っ
と
照
明
が

ぶ
な
か
に
、
裾
の
広
が
っ
た
安
田
火
災
稽
と
さ
れ
、
部
明
り
の
な
か
に
東
郷
氏

海
上
本
社
ビ
ル
が
仲
間
入
り
し
℃
、
も
の
作
品
が
妖
し
く
浮
か
び
あ
が
っ
て
い

う
五
年
。
と
の
四
十
二
階
に
「
東
郷
筒
た
。
女
性
像
が
多
い
。
そ
れ
も
透
き
通

兜

美

術

館

」

が

あ

る

。

る

よ

う

な

肌

1

長
い
首
筋
と
肢
体
。
感

新
宿
セ
ン
タ
ー
ヒ
ル
と
向
い
合
っ
た
怖
を
み
せ
な
い
静
か
な
顔
、
深
い
臨
・

側
の
玄
関
を
入
る
と
受
付
。
乙
と
か
ら
:
・
幻
想
的
な
世
界
と
い
っ
た
ち
い
い

美
術
館
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
一
栄
つ
だ
ろ
う
か
。

て
、
一
気
に
四
十
二
階
へ
。
尚
絵
特
待
の
激
し
い
タ
γ
チ
と
は
冊
開

館
内
は
グ
レ
l
系
で
統
一
さ
れ
、
中
縁
で
、
一
変
C
が
る
と
透
明
成
だ
け
が

央
山
崎
広
々
と
し
た
空
間
に
な
っ
て
い
出
て
く
る
。
と
の
個
性
的
な
表
現
に
H

あ

る
。
左
右
に
約
二
十
m
Hの
展
示
コ
l
ナ
た
た
か
い
血
が
流
れ
て
い
な
い
μ

と
す

東郷青児美術館
.開園副圃圃・凶・・圃園圃園町..，

ク
幻
想
画
廊
ク

位
階
の作品

と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

東
郷
民
が
本
絡
的
な
絵
を
描
き
始
め
七
点
と
代
表
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展

た
の
は
十
七
費
ιと
い

う

。

示

し

て

い

る

。

同
館
に
は
、
そ
の
頃
の
作
品
「
自
画
「
答
い
頃
の
作
品
ゃ
、
展
襲
訟
に
出

幻想的な殴示室。回廊からは関東一円が眺められる

「ケナの少女J Cl973年〉一

画伯が情熱を傾けた中近穏に也材を得た

‘ 
建

読
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

懇
請
の
値
上
げ
、
公
共
料
金
、
諸
物
価
の
値
上
り
は
、
を
も
の
経

算
』
直
撃
じ
て
お
盟
事
。
警
も
は
郵
送
に
よ
る
直
義
統
制
を
と
っ

s

て
お
り
ま
す
た
め
、
来
約
り
方
が
あ

E-aす
と
、
非
常
に
苦
υい
状
態
に

な

2
Eす
。
恐
顎
ご
ざ
い
ま
す
が
、
未
納
の
万
は
な
る
べ
く
早
く
秘
続

科
を
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。
銀
笛
東
京
1
7
2
qち
6
0鐸
付
録

込

協
和
署
初
台
支
堕
崖

6
8
3。

世
界
絵
本
作
家
原
画
展
は
、
東
京
日

本
一
信
丸
普
晶
画
廊
で
三
十
日
(
+
。

ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
欧
米
約
初
定

固
と
日
本
の

一
流
絵
本
作
家
に
よ
る

原
画
初
余
点
を
展
示
。
乙
と
し
が
鳩
山

回
目
安
符
犯
の
両
日
は
、
米
国

の
ア
イ
リ
l
ン
・
ハ
l
ス
女
史
の
サ

イ
ン
会
も
。
入
場
然
的

絵
本
の
原
画
を
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サ
イ
ン
会
も
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した
A
E
に
賄
め
て
書
加
す
る
人
が
師
同
時

に
事
加
出
来
壱
常
に
ソ
フ
ト
に
し
た

い
。
は
じ
め
に
献
を
帥
眠
っ
た
り
。
酎
の

開
館
や
ペ
1
ブ
サ
1
ト
を
し
た
ち
B

。

名
璽
は
い
く
つ
も
出
た
が
、
問
問
の
間

保
も
あ
り
晒
圏
、
敵
、
時
に
し
ぼ
っ
た
。

酌
ほ
日
子
ノ
の
先
重
、
聞
は
文
聞
を
し

び
か
け
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
白
に
、
人

か
ら
人
へ
、

E
は
伝
わ
り
聖
加
す
る
人

は
ふ
え
た
が
、
噌
」
弓
丘
る
と
、
開
ち
の
、

構
遇
の
宜
ば
か
り
が
，
よ
び
か
け
人
μ

に
な
っ
て
い
る
己
と
民
京
安
も
生
ま
れ

押
高
川
県
在
世
田
有
ぷ
由
主
性
、
空
軍
の

師
静
早
さ
ん
、
肝
崎
重
白
羽
「
嗣
字
さ

れ
ず
、
た
め
ち
っ
て
い
る
風
情
だ
っ
た
。

箆
回
、
多
分
払
は
骨
つ
来
な
い
だ
ろ
う

と
い
い
な
が
色
、
そ
の
日
に
な
畠
と

「考
え
た
け
ど
や
っ
ぱ
円
高
ち
ゃ
っ
た

わ
」
。
遣
い
な
が
巴
国
世
ま
で
樫
女
は

体
む
と
と
な
く
出
席
レ
品
匂

0
・
個
人
で
、
回
っ
て
い
る
友
人
に
岬

ん
に
も
朝
h
、
加
わ
っ
て
も
ち
っ
た
。

酷
券
子
る
人
知
品
り
、
車
京
都
民
一
だ
が
、

佐
多
椙
手
芭
ん
に
も
入
っ
て
も
ら
っ

h~ 
O
集
会
出
五
月
九
日
。
土
明
固
に
決

ま
っ
た
。
ど
う
い
う
圃
に
持
っ
か
、

制
度
も
伺
置
も
み
な
で
奄
唱
え
た
。
己
う

て
い
る
お
霊
ヂ
ん
。
よ
び
か
り
人
の
申

に
人
材
は
い
く
ち
で
も
い
た
。
開
讃
は
、

た
く
芦
応
匝
欄
を
あ
げ
、
み
な
で
雪
え

た
末
、
朝
日
新
聞
欄
描
面
白
同
の
位
井
や

よ
内
秀
』
ん
に
朝
む
己
と
に
し
た
。
よ
び

か
け
人
も
つ
い
に
舌
=
十
二
人
に
控
U

.」。

(2) 

た
だ
の
主
婦
六
人
の
呼
び
か
け
で

恭
一
一

一

軍
直
配
意
目
的
五
月
三
日
を
中
心
に
閉
月
下
旬
か
ら
五
用
ト
奇
K
か
け
て
辛
園
高
地
で
「
憲
法
を
守
る
担
金
」
や
平

聞
を
寺
奇
襲
」
が
聞
か
れ
%
d
た
混
合
込
多
か
っ
九
五
百
九
同
開
海
道
合
間
言
語
れ
た
「
噛
争
へ
の

遭
を
許
吉
な
い
宜
た
向
挿
高
川
の
畢
い
」
も
」

puた
告
の
一
つ
匂
が
、
長
記
百
四
ち
ょ
っ
と
震
わ
っ
て
い
な
り
は
、
レ
舎

か
廿
、
世
品
開
留
を
し
た
r
八
び
と
が
、
苧
ん
な
団
体
に
も
堕
毒
い
金
7
¥
期
名
の
個
人
の
撃
開
J

だ
っ
た
ご
と
。
し
か
も
、
い
い

出
し
っ
ぺ
の
六
人
が
、
お
孟
い
に
半
牢
閉
ま
で
は
扇
も
知
ら
な
い
。
他
人
N

だ
っ
た
己
と
匂
再
び
噛
安
解
さ
な
い
l
ー
と

い
う
情
勢
訪
で
、
開
輯
車
中
で
と
と
が
す
す
め
、
竪
わ
っ
て
み
た
ち
二
一
百
草
十
人
も
の
人
を
集
め
て
い
た
の
弓

J
8

か
け
人
た
ち
d

は
、
串
h
H
ほ
出
来
る
、
と
い
司
首
慣
と
、
い
か
に
多
く
の
人
が
平
和
を
型
車
、
軍
靴
の
剛
ζ
手
〉
¥
壱
否
勺
設

現
在
の
世
相
に
不
安
覇
。
持
っ
て
い
吾
か
を
帽
慰
し
て
い
る
。
己
の
懇
話
規
ま
で
の
要
望
』
、
血
審
議
揮
を
追
っ
五

た。

t

立。τ置しをするλ白骨量が多く、時圃固とんどん正直

(71<曜日〉

五十
O 
人
も

昭和56年 5月 20白
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神
奈
川

国釜~

情調ずる松井やよりさん

お
こ
と
わ
り
ア
メ
リ力
平
官
て
白
一
犯

は
今
回
は
体
障
し
手
レ
ゎ
、

上
み
れ
ば
キ
リ
な
い
が

(第三噛郵世物事弓)

て
吾
旨
J

が
警
臨
い
て
い
る
が
、
己

む
怠
高
年
骨
札
な
吾
ほ
ど
雫
・
レ
、

迎
に
男
女
と
も
、
じ
っ
と
耐
え
る
、
事

て
主
聖
訴
多
く
な
っ
て
い
る
。

⑦
あ
な
た
り
望
ん
で
い
る
位
曹
は
、

厚
生
省
寸
心
身
の
健
康
L

調

査

特

」
「
時
諮
問
付
明

星
曹
は
筆
、
保
世
話
聖
書
誌
詰
痛
剤
憲
章
司
睡
眠
副
司
昭
一
「
や
り
が
い
の
あ
る
告
に
打
ち
込
む
」

査
な
る
も
の
特
待
ゥ
て
い
る
。
閉
和
主
一
女
世
一
培
、
胃
圃
撃
を
時
く
す
べ
て
の
一
キ
よ
第
五
}
め
て
い
る
が
、
議
民
ぞ

十
四
重
は
呂
暑
の
睡
陛
菅
ア
!
一
離
に
つ
い
て
田
富
市
高
く
、
特
に
蝿
一
の
日
そ
包
自
を
持
υ
む
」
に
置
っ
て
い

マ
に
、
八
習
の
踊
豪
華
抗
、
己
一
喝
襲
安
定
、
下
型
毒
事
U

い
。
一
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

の
ほ
ど
措
置
さ
れ
匂
剖
索
開
障
は
、
一
④
前
商
状
況
は
、
毎
日
ア
ル
コ
ー
ル
一
審
葎
的
な
閣
足
壌
は
、
⑥
廻
回

全
国
七
O
O
遣
に
住
む
、
ニ
O
間
以
一
を
軟
む
人
は
壬
悼
の
一
九
・七
骨
(
興
一
り
「
日
常
生
活
に
お
廿
る
本
習
を
聞

ト
ち
世
帯
型
一
六
、
一

5
6名
。

一

=
一七
・
二
、
喜
一
・
七
君
。
敵
む
動
一
い
た
時
は
六
一

・
一
骨
の
人
が
不
調
を

①
自
分
の
瞳
臨
状
態
で
は
、
↑

δ
・
一
曙
と
じ
て
-
一
一
六
・
九
骨
が
「
車
れ
彩
正
一
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
あ

八
骨
が
「
盟
事
あ
る
」
と
寄
え
て
い
一
り
、
寝
つ
き
房
正
く
す
る
た
め
」
。
一
な
た
は
今

2
癌
宝
毒
的
に
み
て
ど

る
。
が
高
齢
に
な
畠
に
し
お
っ
て
揖
一
@
出
常
生
古
に
お
廿
る
本
調
ほ
、
一
う
思
い
ま
す
か
」
の
圃
聞
に
、
六
一一

少
レ
て
い
る
。
襲
と
非
睡
底
の
剛
由
一
全
体
空
ハ
一
・
一
帯
が
不
雰
持
っ
て
一
九
努
人
が
「
欄
足
し
て
い
る
」
「
ほ

が
濯
す
る
白
は
五
十
五

i
ハ
十
四
眠
一
い
る
。
歪
煎
り
円
程
震
は
「
敏
一
ぽ
欄

R
Uて
い
る
」
と
寄
え
て
い
る
。

の
頃
。
一
の
己
と
」
、
女
性
は
「
憧
麗
・
体
力
」
一
し
か
も
、
年
舶
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、

②
自
覚
症
状
の
有
隔
で
は
、
宮
れ
や
一
で
以
下
女
性
は
「
何
事
人
や
訴
」
「
子
一
そ
の
傾
向
が
強
く
、
七
十
五
開
以
上
で

す
い
が
前
半
分
室
宮
、
聞
い
「
前
旦
陛
の
己
と
」
「
障
害
が
い

・
菜
の
時
一
は
、
七
三
・
O
骨
の
A
が
「
醐
崖
と

の
疲
れ
が
撃
@
、
昔
中
や
腰
が
刷
む
、
一
望
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
し
て
い
る
。

安
ぎ
が
悪
い
、
眠
り
が
揖
い
の
均
一
由
気
分
転
慢
り
立
で
は
、
男
性
は
一
上
房
与
れ
ば
き
り
が
な
い
、
警
な

宅
L
主
聞
の
自
蝿
穂
状
が
多
い
の
が
注
一
若
い
局
長
は
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
広
う
一
年
し
ろ
で
霊
協
し
て
、
い
や
な
事
が
あ

目

さ

れ

る

。

一

ち

E
む
が
ト
ッ
プ
、

三十
代
か
ら
四
十
一
れ
ほ
商
務
事
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
で

⑧
唖
の
世
間
抗
単
、
は
、
画
用
し
て
一
代
は
暫
官
軟
む
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
一
う
っ
手
~
を
は
ち
雪
互
い
う
の
が
、

い
る
揮
は
、
胃
圃
費
ビ
タ
ミ
ン
刻
一
は
、
人
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
包
を
き
い
一
現
在
の
平
嗣
酎
日
本
人
の
恥
宥
J

です。

酒
お
喋
り
で
ウ
サ
晴
し

第 638号

一一十

第 638号

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
不
当
に
書
す
る
で
、
公
開
す
る
と
と
に
よ
り
、
行
政
の
情
報
公
開
聾
雲
へ
の
不
服
型
立
閉
ま
議
告
に
つ
い
て
現
定
さ
れ
て
い
一
曲
の
慣
例
室
定
時
、
も
っ
て
乳
幼
足
り
士
院
育
指
置
帯
隅
告
に
翠
色
い
葺
園

長
時
色
れ
る
も
の
。
し
か
し
当
眠
目
的
が
苦
レ
く
因
性
苦
情
一
時
⑥
聞
は
、
E
喜
在
宅
努
の
な
る
。
議
章
、
市
の
震
に
聞
す
る
一
梱
祉
を
雪
」
事
目
的
と
す
る
」
も
一
と
は
9
」な
Y
あ
買
が
闘
い
た
。

個
人
は
、
行
政
揖
闘
が
自
分
に
関
レ
て
、
人
白
生
命
、
ま
た
は
患
の
撃
に
危
さ
れ
た
己
喜
岡
っ
た
口
白
書
宮
町
一
穂
情
帽
の
震
・
利
用
・
師
存
・
一
の
。
揖
記
、
安
と
ま
で
も
主
も
の
て
ら
れ
に
対
し
、
金
子
民
は
、
措
書

ど
の
去
J

な
間
安
語
っ
て
い
る
か
間
察
室
と
臨
時
巴
れ
る
間
報
は
去
六
O
B
丙
。
審
理
は
公
開
と
し
、
審
公
閣
に
閲
す
る
内
部
壊
や
手
堅
に
一
人
柄
安
全
を
守
り
②
審
需
品
可
一
室
長
田
時
限
立
警
品
売
量

号
梱
利
を
持
つ
と
し
て
除
き
、
公
替
口
、
開
と
し
て
い
る
。
芸
品
は
申
立
人
、
臣
告
書
翠
支
白
席
つ
い
て
者
惜
し
、
市
皇
平
市
の
時
閣
の
一
さ
れ
て
い
な
い
と
と
ろ
を
あ
4
9
E
旨
一
保
母
は
、
揮
東
山
圃
桔
の
あ
る
人
官
、

公
暗
の
間
一
切
有
、
ま
た
去
費
で
あ
さ
せ
主
間
開
票
め
、
開
閉
す
る
こ
と
畳
に
蝿
字
通
煙
。
帯
構
告
の
蚕
一
体
が
聞
置
い
す
晶
る
た
め
全
て
認
可
制
一
己
れ
か
巴
保
母
と
し
+
動
く
一目
安
霊

つ
蓄
の
務
主
は
地
位
に
問
坦
す
審
査

会

の

設

置

が
で
き
が
、
公
開
霊
堂
れ
て
い
口
は
九
宅
吾
妻
と
同
懇
警
一
に
金
一
一年
と
い
品
陣
容
で
鴨
署
一
人
に
草
し
て
も
ら
い
、
豊
へ
の
揖

苦
情
報
呉
ム
聞
と
し
て
い
る
。
⑨
出
入
る
文
-
・
を
宍
ム
開
で
見
て
関
西
晶
の
市
民
の
中
か
色
、
市
長
が
週
芹
守
る
よ
一
を
全
て
阻
可
偉
育
所
に
、
苦
」
の
酷
一
四
聞
は
市
町
村
が
、
個
人
の
朝
合
同
様

車
川
師
、
世
間
県
、
大
阪
府
な
ど
、
五
奈
円
ぶ
園
警
の
ま
る
地
方
口
相
つ
い
で
日
開
」
と
は
革
、
閉
園
、
Z
8
団
体
か
ら
侵
出
さ
れ
た
間
相
公
聞
の
聞
朝
、
公
聞
の
甜
苦
手
間
例
外
に
堅
す
る
も
の
で
昂
る
か
、
百
う
定
め
ら
れ
て
い
る
品
書
官
間
一
曲
線
需
品
定
と
し
、
毎
設
一
翼
を
、
畠
入
室
考
努
事
え
て
T

十
八
年
度
ま
で
に
制
著
書
レ
て
い
由
民
主
前
提
障
を
忠
案
可
袋
、
圏
、
写
耳
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
で
、
公
開
す
吾
し
と
に
よ
っ
て
、
そ
り
さ
、
童
相
な
ど
に
つ
い
て
創
建
拒
お
聞
査
も
で
き
る
o
Z
に
、
草
す
る
情
報
昭
一
釈
方
、
績
の
奪
三
芸
事
き
る
辛
つ
に
し
て
い
く
と
い
下
票
、
ど
う
し
た
ち
霊
長
く
な

る
と
ご
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
こ
と
に
豪
、
市
の
所
持
又
は
揮
踊
E
7
l
プ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
出
入
弔
問
ほ
に
澄
し
い
不
利
益
官
も
雷
c
hた
明
南
の
喜
方
法
と
し
て
、
告
白
描
院
に
不
努
あ
る
唖
台
(
田
宮
手
酬
に
つ
い
て
、
蝿
同
と
い
う
雲
遁
一
う
一も
り
だ
。

一
る
か
は
よ
」
れ
か
色
響
。
保
育
益

見
詰
科
技
持
り
ι
詩

的

刊

誌

諸

問

民

自

立

呉

川

内

諮

問

訪

日

刊

誌

日

時

守

主

訪

問

一
時

許

認

完

珠

山

内

問

抑

制

一

資

金

の

あ

っ
せ
ん

一

は

諮

問

h

時

間
壁
は
、
手
ル
晶
製
薬
査
す

ー
・

;

し

で

舞

主

主

)

、

警

は

華

麗

竜

一

同

時

に

閉

鎖

命

A

E

一

?

と
の
票
あ
っ
弓

…耕作関税

市
民
主
導
の
発
想
で

謀
説
謀
総
出
富
山
間
部
品
一

現場か
b
切
実
な
声

一

五

量

か

ら

な

る

雪

プ

ル

車

問

地

、

求

者

に

鞍

手

話

印

刷

刊

は

な

ち

な

い

と

情

報

公

開

臨

時

行

政

の

昨

視

と

量

一

知

事

白

鞘

常

国

眠

、

桐

豊

司

」

「

副

理

一

盆

明

か

ち

は

、

現

在

、

保

育

園

房

益

事
一
月
一一干一

日

に

「

翼

虫

「

む

H

/

て
レ
ワ
ヨ
ム
日
・
ド
b
r一
川

正

し

で

あ

る

語

、

室

奈

服

申

加

、

買

2

5

5

2

E

a

」

|

照

宮

E

一

管

て

い

夫

、

富

世

8
脅

か

主
的
書
民
覇
」
が
事
レ
た
帽

、

甘

川

」

L
J
j
U一
t
t
、V
L
Y
J匂
本

d日
川

喜
六
O
B
E
棄
を
し
な
い
輔
自
で
君
主
ほ
い
主
で
も
な
い
。
亘
書
闘
要
受
け
た
者
に
封
し
一
8
2
か
っ
弓

利

耳

目

、

八

原

伊

あ

っ

と

り

、

ぞ

れ

由

は

、

直

襲

警

の

努

臨

望

求

凶

曜

公

開

を

欠

い

た

行

政

は

、

喜

一

て

室

、

+

庖

の

得

、

監

吾

持

う

一

申

で

も

、

八

年

前

、

田

昭

一昂
盛
岡
捕

を
界
再
化
じ
た
も
の
で
、
愛
国
の
揖
自
由
の
壁
面
開
犀
接
手
る
こ
と
る
己
と
が
で
さ
る
場
合
や
、
む
し
ろ
非
主
曲
・
曲
庫
や
安
全
に
か
か
わ
る
も
断
力
書
す
る
住
民
の
申
雪
暗
会
め
る
割
判
を
担
屈
で
き
る
。
的
自
胞
や
不
安
房
郎
幹
主
し
、
住
民
一
ま
J

に
怒
る
「
踊
間
町
時
宵
阻
害
一
で
愈
落
と
し
た
喜
一
ち
ゃ
ん
の
事

例

も

警

に

し

て

い

る

と

い

う

。

を

目

的

宇

る

」

で

安

宅

街

と

し

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

警

が

の

、

住

民

生

百

温

室

髭

享

援

の

同

葬

錘

首

長

が

任

舎

、

毒

事

を

空

洞

化

喜

、

市

民

答

案

一

盟

専

」

一事
長
い
聞
は
都
道
芸
蓄
に
暗
号
た
「
保
育
に
つ
い

同

署

同

案

事

事

は

、

第

一

品

「

ゑ

倒

障

害

関

す

プ

ラ

イ

パ

ン

!

?

と

は

喜

い

0
5
、
①
す
ガ
ス
、
男
竜
運
輸
な
ど
の
は
、
薬
使
よ
る
努
に
対
案

審
議
会
と
報
告
義
務

賓
と
藤
屋
2
の
だ
と
、
E
E
知
事
高
祭
会
畠
し
市
開
て
哲
一
言
」
宮
「
い
い
べ
;

思

議

な

霊

長

、

男

自

希

望

号

、

車

両

3

2

;

司

法

3

2

聞

で

公

開

長

己

公

共

的

な

も

の

央

ム

聞

と

与

量

『

て

を

号

、

棋

聖

g

S

は
、
相

3
1
EしJ
E

F

E

Z

E

主

主

せ

ん

。

露

出
塁
宗
、
は
る
か
に
活
発
で
、

神

磨

町

る

痛

を

童

相

ち

し

め

る

己

ゴ

ヲ

J
!

と
か
定
的
色
れ
て
い
る
も
の
。
②
突

e
z
kの
取
り
締
り
に
聞
す
る
も
白
己
と
に
あ
る
。
軍
一
ニ
、
十
回
義
足
、
情
報
命
つ
い
て
誌
へ
て
い
る
。
一
て
い
る
乳
幼
坦
の
た
め
の
受
け
皿
E
一
案
件
起
げ
れ
ば
克
ぬ
と
い
う
方
程

辛

よ

申

一

浮

ψ
1
3
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
3
3
3申

一
て
、
l
足
量
由
鉱
閉
ニ
十
回
実
勢
一
式
蓄
量
す
。
己
皇
軍
で
憲
司

一
ア
メ
リ
カ
で
は
、
会
号
「
年
壁
一
揮
を
し
高
い
す
い
の
だ
も

一

院

・
警
察
ど
)
を
器
世
間
用
妄
臨
可
長
野
ほ
、
岨
さ
え
は
い
い

一
前
に
、
奇
白
日
本
と
阿
倍
ま
J

な
田
健

一
，
一
さ
廿
事
。
ま
た
、
話
相
惇
提
り
夜
漕
を
一
が
、
己
れ
で
は
期
間
叫
可
つ
ぶ
し
と
し
か

一

一

行

政

は

オ

ン

プ

?

一

一

一
が
現
わ
れ
、
ア
メ
リ

カ

囲

内

外

で

保

育

一

;

一

行

う

。

「

(第三種劃更物昭可〉

市
民
の
自
由
と
人
権
を
守
る
た

め
の
市
民
団
体
で
あ
る
H

自
由
入

植
臨
書
H

は
、
こ
の
ほ
ど
「
情
報

公
開
モ
デ
ル
来
製
」
車
置
し

た
。
同
協
吉
は
、
五
年
前
か
ら
、

情
報
公
開
制
置
研
究
小
署
員
全
を

揖
置
し
、
研
審
理
主
て
お

り
、
昭
幅
五
十
四
年
に
は
「情帽

公
開
法
曹
閉
山
」
私
語
聾
し
て
い
る

が
、
今
回
は

「市
」
レ
ベ
ル
の
自

治
体
の
串
刷
を
想
定
し
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
だ
。

国

「ベピホテルを宥えるつどもリー

乳
幼
照
り
死
作
柄
前
房
き
っ
か
け
に
、
首
利
を
目
的
と
じ
た
ベ
ビ
I
ホ

テ
ル
の
乱
g
F
悶
晒
隼
c
れ
て
か
ら
れ
レ
い
。
昨
年
、

T
B
S
テ
レ
ビ
報

道
し
て
以
来
、
第
、
関
係
団
体
に
大
き
な
世
襲
担
げ
か
け
、
現
在

で
は
、
今
日
の
社
会
徳
司
労
暗
躍
態
に
砕
な
わ
な
い
児
問
酒
船
佳
へ
の

串
求
の
回
市
高
ま
っ
て
い
る
b

日
本
芸
品
党
で
は
「
ベ
ビ
1
事
ア
ル
町
晴

香
回
虫
」
(
主
査
・金
平
み
つ
氏
)
を
問
問
、
こ
の
ほ
ど
「
師
宵
封
筒
揖

呂
供
創
出
需
型
岡
山
を
作
成
、
己
れ
に
つ
い
て
四
月
二
十
七
日
、
期
蝿
院

期
一
躍
開
会
掴
で
「
ベ
ビ
l
書
7
ル
を
考
正
吾
つ
ど
い
」
を
聞
き
、
各
間

保
有
か
ら
の
盟
見
を
揖
っ
hι
。

安売号 f、議斤限切

社会党令緊急法案、中心に

中央は、今までの取材結果を晒る堂本さA.。

一ー司情--'・‘
一
年
で
無
認
可
な
く
す
田

許
せ
な
い
保
育
の
企
業
化

，
一
冗
拍
、
女
性
は
太
瞬
、
あ
っ
た
革
の
水
の
文
化
学
院
予
聞
く

O
R

N

靖
人
通
勤
の
原
点
の
よ
う
な
こ
「
与
の
思
想
戸
持
動
実
今
日
の
情

害
警
「
宵
堅
実
刊
の
酔
に
興
の
巾
で
E
く
輔
ち
つ
ぎ
霊

「
附
人
対
閣
の
中
で
議
官
立
て
一
開
口
一
昔
、
宜
宏
氏
は
「
ベ
ビ
l
ホ
ネ
ル
」
色
彩
青
玉
己
主
商
表
、
は
で
ん
で
い
く
の
が
ベ
ビ
l
ホ
テ
ル
」
と
世
画
い
た
平
問
答
回
い

τつ
が
逝
っ
て
さ
せ
た
い
と
い
う
告
。
当
日
は
、

直
面
控
訴
県
多
い
。
署
は
基
一
テ
ル
と
い
う
宣
車
、
ア
メ
リ
カ
で
は
き
な
い
、
企
の
か
か
る
こ
定
。
向
ど
一
本
氏
:
ヤ
ク
草
書
:
ス
ケ
醤
と
と
し
は
十
年
に
な
る
。
ス
ラ
イ
王
「
平
安
D
い
王
宮
窪
」

本
か
ち
考
豆
町
第
う
と
し
て
い
る
が
、
一
週
間
し
な
い
の
で
す
。
己
の
和
担
割
紹
一
一
時
ru担
け
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
駄
目
K
な
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H
、
「
映
画
の
な
か
の
ヒ
ロ
イ
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が
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|上手に使って上手に節電!

TOSHIBA 
小型・軽:htて:クリーン・スわレ&スロー、逆転スローまてできるとは、驚きだ
軽ろやかに動けるポータコウレビデオ、萱場。 そして、飛行機カレfックして飛ぶj邸主

わずか5.9kg(;品11ょ)、i苅さ115X似277X スロー再生まで、ポータプノレで来しめ
奥行264mm。まずこの軽さ、小さきに注目 ます。 ゴルフやテニスのフォームをll~め

してください。T経に持ち運べ、スピー たり、活転して|ー分に研'先できますc

ディに、アクティブ1こヒずテマオ挽端初tでき ビデオチューナーも、同一テ'ザインで新発売。

ます。さらに、経〈酬1るだけで1動('，[!:'f ポータフラレ・ビュースターと組み介わせて

ロジックボタンなどf郎、やすきの工夫 テレビ得組の録画がで主ます。袋{li:

がL、つはいのポータフソレビデオです。 総鉢幽はもちろん、デジタノレタイマーを

この小さなポテ有lこ、楽しいメカがいっぱい。 内蔵しているので、 内f.J録画もできますC

ilT-，i干のマルチヘッドを、ポータブル・ tポータブル・ビユースター(V叫 OC).....21 1 .000円
z-ビデオチューナー(TT-IOOC)... ...... "'75.000円

ビュースターにJ符載。血下やかなクリーン・ 3カラービデオカ〆ラ(IK-2300)...... . .1鈎 .000同

スチル&スロー照明レチピクチャーサーチ:


